
(57)【要約】

手術、例えば腹腔鏡、内視鏡など（これらに限定される

ものではない）を使った手術中の患者の体内腔の内外へ

の流体の流量だけでなく、所定の医療機器の導入も調節

するようになっているトロカールアセンブリである。こ

のトロカールアセンブリは、中空内部空間を有し、その

一端に、細長い開端部スリーブが固定されており、この

スリーブを通って、流体流および医療機器が通過するよ

うになっている。バルブアセンブリは、中空内部空間に

配置されたバルブ部材と、バルブシートを含むバルブ構

造体とを備え、バルブ構造体は、バルブ部材と流体シー

ル係合状態となったり、この係合状態から外れるよう、

バルブシートがバルブ部材に対して選択的に回転でき、

よって、係合状態となった時に、バルブ閉位置を定め、

係合状態から外れた時に、バルブ開位置を定めるように

なっている。バルブアセンブリは、トロカールアセンブ

リを操作する者が、片手だけを使って、上記開位置と閉

位置との間で回転でき、バルブアセンブリは、トロカー

ルアセンブリを操作する者により、このアセンブリに連

続的な圧力を加えることなく、開位置または閉位置のい
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ａ ） 　 中 空 内 部 空 間 を 有 し 、 少 な く と も １ つ の 開 端 部 、 お よ び 前 記 開 端 部 と 反 対 側 で ハ ウ
ジ ン グ に 固 定 さ れ た 細 長 い ス リ ー ブ を 備 え る ハ ウ ジ ン グ と 、
ｂ ） 　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ 、 前 記 中 空 内 部 空 間 に 配 置 さ れ た バ ル ブ 部 材 と 、
ｃ ） 　 バ ル ブ 開 位 置 ま た は バ ル ブ 閉 位 置 の い ず れ か と な る よ う 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 移 動 自
在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に 対 し て 選 択 的 に 位 置 決 め で き る バ ル ブ シ ー ト
を 有 す る バ ル ブ 構 造 体 と を 備 え た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 バ ル ブ シ ー
ト が 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に 対 し て 選 択 的 に 回 転 自 在 と な っ て い る 請 求 項 １ 記 載 の ト ロ カ ー ル
ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ 閉 位 置 を 定 め る べ く 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に ほ ぼ シ ー ル 係
合 し た 状 態 と な る よ う に 、 前 記 中 空 内 部 空 間 内 で 選 択 的 に 回 転 自 在 と な っ て い る 請 求 項 ２
記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に ほ ぼ シ ー ル 係 合 し た 状 態 か ら は ず れ る よ う 、 前
記 中 空 内 部 空 間 内 で 選 択 的 に 回 転 自 在 と な っ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ 閉 位 置 を 定 め る べ く 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に ほ ぼ シ ー ル 係
合 す る 状 態 と な る よ う に 、 前 記 中 空 内 部 空 間 内 で 選 択 的 に 回 転 自 在 と な っ て い る 請 求 項 ４
記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
所 定 の 医 療 器 具 を 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 し 、 前 記 所 定 の 医 療 器 具 を 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 中
空 内 部 空 間 に 挿 入 し 、 前 記 ス リ ー ブ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 進 さ せ る よ う な 構 造 と な っ て い
る ア ダ プ タ 部 材 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 開 端 部 を 貫 通 す る こ と 、 お よ び 前 記 開 端 部 を 実 質 的 に カ バ ー す る 状 態
に 前 記 バ ル ブ 構 造 体 を 取 り 付 け る こ と を 可 能 に す る よ う な 配 置 お よ び 寸 法 に 、 前 記 開 端 部
が な っ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の ユ ー ザ ー に ア ク セ ス 可 能 な 状 態 で 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の 外 側 に 、 前
記 バ ル ブ 構 造 体 の 少 な く と も 一 部 が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ
リ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 が 前 記 開 端 部 に 隣 接 す る 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 固 定 さ れ て お り 、
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に 対 し て 、 前
記 ハ ウ ジ ン グ 内 で 前 記 バ ル ブ 構 造 体 と 共 に 回 転 自 在 と な っ て い る 、 請 求 項 ８ 記 載 の ト ロ カ
ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に ほ ぼ 連 続 的 に 係 合 し た 状 態 に 配 置 さ れ て お り 、 前
記 バ ル ブ 部 材 が 、 こ の バ ル ブ 部 材 に 対 す る 前 記 バ ル ブ シ ー ト の 配 向 に 応 じ て 、 前 記 バ ル ブ
閉 位 置 に 位 置 し た り 、 こ の 位 置 か ら 外 れ た り す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 ９ 記 載 の ト ロ
カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 バ ル ブ 部 材 が 、 常 時 バ ル ブ シ ー ト に 係 合 し た 状 態 と な る よ う に 押 圧 さ れ て い る 、 請 求
項 １ ０ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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前 記 バ ル ブ 部 材 が 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 バ ル ブ 構 造 体 の 選 択 的 な 回 転 時 に 、 前 記
バ ル ブ 開 位 置 と 前 記 バ ル ブ 閉 位 置 と の 間 に 配 置 可 能 と な っ て い る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の ト ロ
カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 所 定 の 医 療 器 具 の 相 互 接 続
を 容 易 に す る よ う な 構 造 と さ れ た ア ダ プ タ 部 材 を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の ト ロ カ ー
ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ア ダ プ タ 部 材 が 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 取 り 外 し 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 ハ ウ
ジ ン グ に 対 し て 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 と 共 に 回 転 す る よ う 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 固 定 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 が 、 こ の バ ル ブ 構 造 体 の 内 部 に 形 成 さ れ た チ ャ ン ネ ル を 備 え 、 前 記 チ ャ
ン ネ ル が 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に よ っ て 囲 ま れ て お り 、 前 記 ス リ ー ブ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、
前 記 ハ ウ ジ ン グ の 前 記 中 空 内 部 空 間 お よ び 前 記 ス リ ー ブ の 内 部 に 整 合 し て 連 通 す る 状 態 に
配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 バ ル ブ 部 材 が 、 前 記 バ ル ブ 開 位 置 に あ る 時 に 、 前 記 ア ダ プ タ 部 材 が 、 前 記 所 定 医 療 器
具 を 連 続 的 に 前 記 バ ル ブ 構 造 体 の 前 記 チ ャ ン ネ ル 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ の
前 記 中 空 内 部 空 間 お よ び 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 内 部 に 次 々 に 挿 入 し 、 こ れ ら の ほ ぼ 全 長 に 沿
っ て 前 進 さ せ る よ う な 配 置 お よ び 構 造 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン
ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
患 者 の 体 内 腔 の 内 外 へ の 流 体 の 流 れ 、 お よ び 医 療 機 器 の 配 置 を 容 易 に す る よ う に な っ て い
る ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に お い て 、
ａ ） 　 中 空 内 部 空 間 お よ び 第 １ 開 端 部 を 備 え た ハ ウ ジ ン グ と 、
ｂ ） 　 前 記 中 空 内 部 空 間 に 移 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た バ ル ブ 部 材 と 、
ｃ ） 　 前 記 開 端 部 に 隣 接 す る よ う 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ 、 バ ル ブ シ ー ト
を 備 え た バ ル ブ 構 造 体 と を 備 え 、
ｄ ） 　 前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に 対 し
て 前 記 中 空 内 部 空 間 内 に お い て 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 と 共 に 回 転 自 在 と な っ て お り 、
ｅ ） 　 前 記 バ ル ブ 部 材 が 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト に ほ ぼ 連 続 的 に 係 合 し 、 前 記 バ ル ブ 部 材 に 対
す る 前 記 バ ル ブ シ ー ト の 配 向 に 応 じ て 、 前 記 バ ル ブ シ ー ト と 流 体 シ ー ル 係 合 状 態 に な っ た
り 、 な ら な か っ た り す る よ う に な っ て お り 、
ｆ ） 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 前 記 バ ル ブ 構 造 体 の 選 択 的 な 回 転 時 に 、 前 記 バ ル ブ 部 材 お よ
び 前 記 バ ル ブ シ ー ト が 、 バ ル ブ 開 位 置 と バ ル ブ 閉 位 置 と の 間 に 配 置 自 在 と な っ て い る 、 ト
ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の ユ ー ザ ー に ア ク セ ス 可 能 な 状 態 で 、 前 記 ハ
ウ ジ ン グ の 外 側 に 少 な く と も 一 部 が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン
ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 取 り 外 し 自 在 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 配 置 に 対 し て 、 前 記 バ ル ブ
構 造 体 と 共 に 回 転 す る よ う に 、 前 記 バ ル ブ 構 造 体 に 固 定 さ れ た ア ダ プ タ 部 材 を 備 え 、 前 記
ア ダ プ タ 部 材 は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 対 す る 医 療 機 器 の 相 互 接 続 を 容 易 に す る よ う な 構 造 と
な っ て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
（ 優 先 権 の 主 張 ）
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本 願 は 、 ２ ０ ０ ０ 年 ５ 月 ３ １ 日 を 出 願 日 と し 、 米 国 特 許 出 願 番 号 を 第 ６ ０ ／ ２ ０ ８ ， ３ ５
１ 号 と す る 、 現 在 米 国 特 許 商 標 局 に お い て 継 続 中 の 仮 特 許 出 願 に 基 づ く 優 先 権 を 主 張 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 分 野 ）
本 発 明 は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 内 に 組 み 込 ま れ た バ ル ブ ア セ ン ブ リ に よ り 、 体 内 腔 の 膨
張 お よ び 収 縮 を 容 易 に す る 腹 腔 鏡 、 関 節 鏡 、 内 視 鏡 ま た は そ の 他 を 使 用 す る 手 術 方 法 を 実
行 す る た め に 、 患 者 の 体 内 腔 へ の ア ク セ ス を 可 能 に す る よ う に な っ て い る ト ロ カ ー ル ア セ
ン ブ リ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の バ ル ブ ア セ ン ブ リ は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 操 作 す る 者 が 、 片 手 だ け を 使 っ て 、 バ
ル ブ ア セ ン ブ リ の 内 側 に ア ク セ ス で き る 部 分 を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 バ ル ブ 開 位 置 と バ
ル ブ 閉 位 置 と の 間 に 選 択 的 に 位 置 決 め で き る よ う に な っ て い る 。 こ の バ ル ブ ア セ ン ブ リ は
、 外 部 か ら 圧 力 を か け る こ と な く 、 好 ま し い 開 位 置 ま た は 閉 位 置 が 維 持 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 関 連 技 術 の 説 明 ）
意 図 す る 手 術 が 、 体 内 腔 ま た は そ の 内 部 に あ る １ つ 以 上 の 器 官 に ア ク セ ス す る た め に 小 さ
い 切 開 部 を 形 成 す る だ け で よ い 場 合 に 、 こ の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ は 、 特 に 重 要 な 器 具 と
し て 認 識 さ れ て い る 。 今 日 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 普 及 は 、 体 内 腔 に ア ク セ ス す る た め
に 体 壁 ま た は 体 の 外 部 組 織 を 貫 通 す る よ う に 、 実 質 的 に 大 き い 切 開 部 を 形 成 す る 手 術 に 必
要 性 を 少 な く し た 医 療 専 門 家 に よ る 技 術 進 歩 に 一 部 が 基 づ く も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
手 術 で 大 き な 切 開 部 を 設 け る と 、 外 傷 が 与 え ら れ 、 患 者 が 手 術 か ら 完 全 に 回 復 す る の に か
か る 時 間 が 長 く な り 、 か つ 回 復 期 間 中 の 苦 痛 お よ び 不 快 感 は 大 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ の た め 、 腹 腔 鏡 、 関 節 鏡 、 内 視 鏡 、 そ の 他 を 使 用 し た 手 術 方 法 は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ
リ と 組 み 合 わ せ て 、 適 当 な 穿 刺 器 具 ま た は 閉 塞 子 を 利 用 し 、 体 の 外 壁 に 、 １ つ 以 上 の 小 さ
い 開 口 部 を 形 成 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 来 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 共 通 す る 別 の 特 徴 は 、 加 圧 流 体 源 を 取 り 付 け 、 こ の 流 体 源
を 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 関 連 す る ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ に 沿 っ て ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ
に 挿 入 し 、 最 終 的 に 、 ア ク セ ス す る 体 内 腔 に 挿 入 す る こ と で あ る 。 体 内 腔 を 膨 ら ま す こ と
に よ っ て 、 膨 張 が 生 じ 、 外 科 医 ま た は そ の 他 の 従 事 者 が 意 図 す る 手 術 を 実 行 す る の に 必 要
な 空 間 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し か し な が ら 、 公 知 ま た は 従 来 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 関 連 す る １ つ の 問 題 は 、 通 常 ト
ロ カ ー ル の ハ ウ ジ ン グ に 接 続 さ れ 、 ア ク セ ス す る 体 内 腔 の 内 外 へ の 流 体 の 流 量 を 調 節 す る
よ う に な っ て い る バ ル ブ 、 ま た は 同 様 の 流 体 流 量 調 節 構 造 体 に 関 す る も の で あ る 。 よ り 詳
細 に 述 べ る と 、 体 内 腔 が 一 旦 膨 ら ま さ れ る と 、 上 記 理 由 か ら 、 内 部 器 官 に 必 要 な ア ク セ ス
を す る だ け で な く 、 内 視 鏡 を 使 っ た 手 術 中 に 、 眼 に よ る 観 察 を 行 う の に 適 当 な 余 地 が 得 ら
れ る よ う に 、 体 内 腔 内 の 流 体 を 維 持 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 バ ル ブ ま た は こ れ に 連 動 す る 流 量 調 節 構 造 体 を 、 効 率 的 に 作 動 さ せ る こ と に よ り
、 体 内 腔 内 か ら の 加 圧 さ れ た 流 体 が 、 ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ お よ び ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の
ハ ウ ジ ン グ を 通 っ て 、 元 に 漏 れ 出 す こ と を 防 止 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 手 術 が 一 旦 完
了 し て も 、 バ ル ブ ま た は ト ロ カ ー ル に 連 動 す る 流 量 調 節 構 造 体 を 操 作 す る こ と に よ り 、 体
内 腔 を 、 効 果 的 か つ 効 率 的 に 収 縮 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
当 然 な が ら 、 高 精 度 で ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 正 し く 位 置 決 め し 、 作 動 さ せ な け れ ば な ら
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ず 、 そ の 操 作 に 責 任 の あ る 手 術 実 行 者 ま た は そ の 他 の 医 療 従 事 者 は 、 好 ま し く は ト ロ カ ー
ル ア セ ン ブ リ を 保 持 し 、 か つ こ れ に 連 動 す る バ ル ブ 構 造 体 を 操 作 す る の に 、 片 手 だ け を 使
っ て バ ル ブ ア セ ン ブ リ を 操 作 で き な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
更 に 、 公 知 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ 、 お よ び そ れ に 連 動 す る バ ル ブ 構 造 体 に 共 通 し て 見 ら
れ る 問 題 は 、 バ ル ブ 構 造 体 を 好 ま し い 位 置 に 維 持 す る た め に 、 バ ル ブ 構 造 体 に 連 続 し て 接
触 し な け れ ば 、 バ ル ブ 構 造 体 を 閉 位 置 ま た は 開 位 置 に 容 易 に 維 持 す る こ と が で き な い と い
う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
最 後 に 、 公 知 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に よ っ て は 満 足 に 解 決 で き な い 別 の 問 題 は 、 構 造 体
ま た は こ れ に 連 動 す る 流 量 調 節 バ ル ブ の 機 能 に 干 渉 す る こ と な く 、 意 図 す る 手 術 中 に 、 種
々 の 所 定 の 医 療 器 具 を 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 内 部 に 通 過 で き る よ う に す る こ と が 一 般
に 不 可 能 で あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
従 っ て 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 操 作 す る 医 療 従 事 者 の 片 手 だ け を 使 っ て 、 バ ル ブ 開 位 置
と バ ル ブ 閉 位 置 と の 間 に 、 選 択 的 か つ 容 易 に 位 置 決 め で き る バ ル ブ を 内 蔵 す る 改 良 さ れ た
ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ が 医 療 器 具 の 分 野 で 求 め ら れ て い る こ と は 、 よ く 認 識 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 か か る 改 良 さ れ た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 設 計 お よ び 構 造 に よ り 、 ト ロ カ ー ル ア セ
ン ブ リ に 連 動 す る バ ル ブ 構 造 体 は 、 バ ル ブ 構 造 体 に 医 療 従 事 者 を 強 制 的 に 連 続 接 触 さ せ る
こ と も な く 、 バ ル ブ 開 位 置 ま た は バ ル ブ 閉 位 置 の い ず れ か に 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 連
動 す る バ ル ブ 構 造 体 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に 、 改 良 さ れ た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ は 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 構 造 体 、 ま た は そ の 作 動
に 干 渉 し な い よ う に 、 種 々 の 異 な る 医 療 機 器 を ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ と 共 に 使 用 で き る よ
う な 、 充 分 な 構 造 上 の 汎 用 性 も 有 し て い な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
本 発 明 は 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ を 効 率 的 に バ ル ブ 開 位 置 ま た は バ ル ブ 閉 位 置 に 配 向 で き る よ
う 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 操 作 す る 医 師 、 ま た は そ の 他 の 医 療 従 事 者 が 、 片 手 だ け で 容
易 に 操 作 で き る よ う に な っ て い る バ ル ブ ア セ ン ブ リ を 備 え た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 関 す
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ は 、 実 質 的 に 中 空 の 内 部 空 間 を 有 し 、 加 圧
流 体 源 に 相 互 接 続 す る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け 可 能 な 多 少 従 来 通 り の コ ネ ク タ 構 造
体 を 更 に 備 え た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 。 加 圧 流 体 は 、 二 酸 化 炭 素 を 含 む こ と が で き る が 、 必
ず し も 二 酸 化 炭 素 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 加 圧 流 体 は 、 患 者 に 対 す る 腹 腔 鏡 、 関
節 鏡 、 内 視 鏡 お よ び 同 様 な 装 置 を 使 っ た 手 術 の 実 行 を 容 易 に す る よ う 、 患 者 の 体 内 腔 を 膨
ら ま せ る の に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の ハ ウ ジ ン グ は 、 一 端 部 に お い て 、 細 長 い 開 端 ス リ ー ブ 、 す な わ ち
カ ニ ュ ー レ に 接 続 さ れ 、 こ の カ ニ ュ ー レ は 、 切 開 部 を 通 っ て 体 内 腔 に 連 通 す る よ う に 配 置
で き る ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ と し て 働 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ ま た は ス リ ー ブ は 、 流 体 を 通 過 さ せ 、 体 内 腔 を 膨 張 さ せ 、 更 に 種
々 の 異 な る 医 療 器 具 の い ず れ か を 、 手 術 場 所 に 向 け る こ と が で き る よ う な 配 置 お よ び 構 造
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
カ ニ ュ ー レ に 対 す る ハ ウ ジ ン グ の 反 対 側 の 端 部 は 開 口 し て お り 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ へ の 接
続 を 容 易 に す る よ う な 構 造 と な っ て い る 。 こ の バ ル ブ ア セ ン ブ リ は 、 バ ル ブ シ ー ト を 備 え
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た バ ル ブ 構 造 体 を 含 み 、 こ の バ ル ブ 構 造 体 と バ ル ブ シ ー ト は 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て 、 単 一
ユ ニ ッ ト と し て 移 動 す る よ う に 、 一 体 的 ま た は 他 の 態 様 で 互 い に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
バ ル ブ シ ー ト は 、 バ ル ブ 構 造 体 の 一 端 か ら 外 側 に 突 出 し 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 空 内 部 空 間 内 に
位 置 し て い る 。 更 に 上 記 バ ル ブ ア セ ン ブ リ は 、 バ ル ブ シ ー ト に 協 働 す る 状 態 に ハ ウ ジ ン グ
の 中 空 内 部 空 間 内 に 移 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ た バ ル ブ 部 材 を 備 え て い る 。 従 っ て 、 バ ル ブ
部 材 に 対 す る バ ル ブ シ ー ト の 選 択 的 位 置 決 め は 、 バ ル ブ 部 材 に 対 す る バ ル ブ シ ー ト の 配 向
に 応 じ て 、 バ ル ブ 開 位 置 、 ま た は バ ル ブ 閉 位 置 の い ず れ と な る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
バ ル ブ 構 造 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 開 端 部 に 隣 接 し 、 か つ 開 端 部 を 実 質 的 に カ バ ー す る 状 態 に
な る よ う 、 ハ ウ ジ ン グ に 回 転 自 在 に 接 続 さ れ て い る 。 バ ル ブ シ ー ト と バ ル ブ 構 造 体 と の 間
の 固 定 、 す な わ ち 、 一 体 的 接 続 に よ っ て 、 バ ル ブ 構 造 体 が 回 転 さ れ る と 、 バ ル ブ シ ー ト は
ハ ウ ジ ン グ の 中 空 内 部 空 間 内 で 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う に 回 転 さ れ る と 、 バ ル ブ シ ー ト は 、 種 々 の 異 な る 配 向 を と り う る 。 こ れ ら 配 向 の
う ち の 少 な く と も １ つ は 、 上 記 バ ル ブ 閉 位 置 を 定 め 、 他 の 少 な く と も １ つ は 、 上 記 バ ル ブ
開 位 置 を 定 め る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
バ ル ブ 構 造 体 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 空 内 部 空 間 の 外 側 に 少 な く と も 一 部 が 取 り 付 け ら れ て お
り 、 従 っ て ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の オ ペ レ ー タ が 容 易 に ア ク セ ス で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 バ ル ブ 構 造 体 の 外 側 に 、 少 な く と も １ つ の ノ ブ 、 フ ラ ン ジ ま た は 同 様 な 位 置 決 め 部
材 が 突 出 し て お り 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 保 持 し 、 操 作 す る も の の 手 の う ち の 親 指 、 ま
た は 他 の 指 に よ る 係 合 を 容 易 に す る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 バ ル ブ 開 位 置 ま た は バ ル
ブ 閉 位 置 の い ず れ か に す る た め の バ ル ブ 構 造 体 の 操 作 は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 保 持 し
、 操 作 す る 者 の 片 手 だ け で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 バ ル ブ 部 材 お よ び バ ル ブ シ ー ト が 、 バ ル ブ 閉 位 置
ま た は バ ル ブ 開 位 置 の い ず れ か に 位 置 す る に も 拘 わ ら ず 、 バ ル ブ 部 材 と バ ル ブ シ ー ト と が
、 互 い に 実 質 的 に 連 続 し て 、 係 合 状 態 を 維 持 す る よ う に 協 働 す る 配 置 お よ び 構 造 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
従 っ て 、 バ ル ブ 構 造 体 を 比 較 的 わ ず か に 回 転 変 位 す る だ け で 、 バ ル ブ シ ー ト を バ ル ブ 部 材
に 流 体 シ ー ル 係 合 さ せ 、 バ ル ブ 閉 位 置 に す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 バ ル ブ 構 造 体 を 最 小
の 距 離 だ け 回 転 さ せ 、 バ ル ブ シ ー ト を バ ル ブ 構 造 体 か ら 変 位 さ せ 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ を バ
ル ブ が 少 な く と も 部 分 的 に 開 放 さ れ た 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
バ ル ブ 構 造 体 お よ び バ ル ブ シ ー ト の こ の 比 較 的 小 さ い 回 転 変 位 量 は 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ の
片 手 の 操 作 を 容 易 に す る 一 方 で 、 手 術 中 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 保 持 、 お よ び 位 置 決 め
も 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
更 に 本 発 明 の 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 ハ ウ ジ ン グ の 外 側 に て バ ル ブ 構 造 体 に 接 続 さ
れ た ア ダ プ タ 構 造 体 を 備 え て い る 。 こ の ア ダ プ タ は 、 種 々 の 異 な る 医 療 器 具 を 実 行 中 の 手
術 場 所 へ 導 入 で き る よ う 、 バ ル ブ 構 造 体 に 取 り 外 し 自 在 に 接 続 で き 、 １ つ 以 上 の 異 な る タ
イ プ の ア ダ プ タ 構 造 体 と 置 換 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
利 用 さ れ る ア ダ プ タ 構 造 体 の 特 定 の 実 施 例 に も 拘 わ ら ず 、 ア ダ プ タ 構 造 体 は 、 ト ロ カ ー ル
ア セ ン ブ リ の 他 の 部 分 を 通 し て 、 所 定 の 医 療 器 具 を 主 に 相 互 接 続 ま た は ガ イ ド す る よ う に
な っ て い る 。 特 に ア ダ プ タ 構 造 体 の 一 実 施 例 で は 、 栓 塞 子 ま た は 穿 刺 ニ ー ド ル を ト ロ カ ー
ル ア セ ン ブ リ に 相 互 接 続 す る の に 利 用 で き る 。 同 じ よ う に 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 、 バ
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イ オ プ シ ー ニ ー ド ル を 相 互 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 医 療 器 具 の い ず れ か の み な ら ず 、 他 の 種 々 の 医 療 器 具 を ア ダ プ タ 構 造 体 の １ つ 以 上 の
実 施 例 に 取 り 付 け で き 、 バ ル ブ 構 造 体 内 に 形 成 さ れ 、 バ ル ブ シ ー ト を 貫 通 す る 中 心 チ ャ ン
ネ ル に 、 こ れ ら 医 療 器 具 を 挿 入 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
か か る 医 療 機 器 を 利 用 す る 際 に 、 バ ル ブ シ ー ト お よ び バ ル ブ 構 造 体 が バ ル ブ 閉 位 置 に あ る
場 合 、 バ ル ブ 部 材 は バ ル ブ シ ー ト か ら 変 位 さ れ る 。 こ れ と は 異 な り 、 バ ル ブ シ ー ト が 少 な
く と も 部 分 開 放 位 置 に あ る 時 、 医 療 器 具 を 、 ハ ウ ジ ン グ の 中 空 内 部 空 間 に 挿 入 し 、 ハ ウ ジ
ン グ に 接 続 さ れ た ス リ ー ブ ま た は ア ク セ ス カ ニ ュ ー レ に 挿 入 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
か か る 医 療 機 器 を 利 用 す る 際 に 体 内 腔 に 導 入 さ れ た 流 体 が 不 意 に 漏 れ る こ と を 防 止 す る た
め に 、 ア ダ プ タ 構 造 体 に は 、 適 当 な ガ ス ケ ッ ト ま た は シ ー ル が 設 け ら れ る 。 医 療 器 具 が バ
ル ブ ア セ ン ブ リ を 通 過 す る よ う に す る に は 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ が 選 択 的 に 開 位 置 に 配 置 す
る か 、 ま た は バ ル ブ 部 材 を バ ル ブ シ ー ト と の シ ー ル 係 合 か ら 外 す よ う に 、 バ ル ブ 部 材 を 変
位 さ せ る か の い ず れ か を 必 要 と す る と い う 点 で 、 か か る ア ダ プ タ 構 造 体 に 関 連 す る 補 助 シ
ー ル 構 造 体 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
従 っ て 、 本 発 明 の 改 良 さ れ た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ を 操 作 す る
医 療 従 事 者 の 片 手 だ け で 、 容 易 か つ 効 率 的 に 操 作 で き る バ ル ブ ア セ ン ブ リ を 備 え て い る 。
更 に 、 こ の バ ル ブ ア セ ン ブ リ は 、 バ ル ブ 構 造 体 と の 接 触 を 維 持 し た り 、 ま た は バ ル ブ 構 造
体 に 連 続 的 に 力 を 加 え る こ と な く 、 バ ル ブ 開 位 置 、 ま た は バ ル ブ 閉 位 置 の い ず れ か に 自 動
的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 面 だ け で な く 、 詳 細 な 説 明 も 検 討 す れ ば 、 本 発 明 の 上 記 お よ び そ れ 以 外 の 目 的 、 特 徴 お
よ び 利 点 が 更 に 明 ら か と な る と 思 う 。
本 発 明 の 特 徴 を よ り 完 全 に 理 解 す る に は 、 添 付 図 面 に 関 連 さ せ て 、 次 の 詳 細 な 説 明 を 参 照
す る べ き で あ る 。
種 々 の 図 面 に わ た っ て 、 同 様 な 符 号 は 、 同 様 な 部 品 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 好 ま し い 実 施 例 の 詳 細 な 説 明 ）
添 付 図 面 に 示 す よ う に 、 本 発 明 は 、 全 体 が 符 号 １ ０ で 示 さ れ た ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ に 関
す る も の で あ る 。 こ の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ は 、 符 号 １ ２ で 示 さ れ た ハ ウ ジ ン グ と 、 １ ６
に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 一 端 に 取 り 付 け ら れ 、 １ ４ で 示 さ れ た 細 長 い 中 空 ス リ ー ブ 、
す な わ ち カ ニ ュ ー レ と を 備 え て い る 。 カ ニ ュ ー レ １ ４ の 反 対 側 の 端 部 １ ８ は 、 後 に 詳 細 に
説 明 す る よ う に 、 医 療 器 具 だ け で な く 、 流 体 も カ ニ ュ ー レ を 通 過 で き る よ う に 開 口 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
説 明 を 簡 潔 に す る た め 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 透 明 で あ る と し て 示 さ れ て い る 。 し か し な が
ら 、 ハ ウ ジ ン グ だ け で な く 、 他 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １ ０ も 形 成 す る 材 料 は 透 明 ま た は
半 透 明 で も よ い し 、 ま た は そ の よ う な 材 料 で な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
い ず れ に お い て も 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 カ ニ ュ ー レ １ ４ と 反 対 側 に 配 置 さ れ た 少 な く と １
つ の 開 端 部 ２ ０ を 有 す る ほ ぼ 中 空 内 部 空 間 を 備 え て い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 少 な く と も
初 期 に 加 圧 さ れ る 流 体 を ほ ぼ 従 来 の 流 体 源 に 接 続 す る た め の 、 全 体 ２ ４ で 示 さ れ た コ ネ ク
タ が 嵌 合 さ れ る よ う に な っ て い る ア ク セ ス ポ ー ト 、 す な わ ち カ ッ プ リ ン グ ２ ２ も 含 む こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
流 体 は 、 患 者 の 体 内 腔 を 膨 張 さ せ 、 よ っ て 、 体 内 腔 へ の ア ク セ ス を 容 易 に す る こ と に よ り
、 上 記 種 々 の タ イ プ の 手 術 の 実 行 を 容 易 に す る よ う に 、 従 来 使 用 さ れ て い る 二 酸 化 炭 素 、
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ま た は 他 の 一 般 に 使 用 さ れ て い る ガ ス で よ い 。 コ ネ ク タ ２ ４ は 、 周 知 の よ う に 、 コ ネ ク タ
２ ４ を 通 っ て ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 内 部 空 間 に 流 入 す る 流 体 の 流 量 を 調 節 す る 制 御 ノ ブ ２ ６ を
備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 は 、 ３ ０ で 示 さ れ た バ ル ブ ア セ ン ブ リ を 備 え て い る 。 こ の バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ は
、 取 付 ベ ー ス ３ ４ に 固 定 さ れ た バ ル ブ 部 材 ３ ２ と 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ が 、 一 体 的 ま た は 他
の 態 様 で 固 定 さ れ た バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ と を 有 す る 。 バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６
お よ び バ ル ブ シ ー ト ３ ８ と 別 個 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
よ り 詳 細 に は 、 図 ６ に 良 く 示 さ れ て い る よ う に 、 取 付 ベ ー ス ３ ４ は 、 開 端 部 ２ ０ に 隣 接 す
る ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 空 内 部 空 間 内 に 配 置 さ れ て い る 。 バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １
２ の 中 空 内 部 空 間 内 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 後 述 す る よ う に 、 バ ル ブ 閉 位 置 を 定 め る よ う
、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 周 辺 部 ３ ８ ’ に シ ー ル 係 合 す る よ う な 大 き さ お よ び 構 造 と さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
バ ル ブ 部 材 ３ ２ と 取 付 ベ ー ス ３ ４ と は 、 互 い に 一 体 的 に 接 続 さ れ て お り 、 好 ま し く は 、 固
有 の 押 圧 力 を 有 す る エ ラ ス ト マ ー 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ と 取 付
ベ ー ス ３ ４ と の 間 の 相 互 接 続 部 は 、 ３ ５ に お い て 一 体 的 ヒ ン ジ を 形 成 し て い る 。 こ の 一 体
的 ヒ ン ジ は 、 常 時 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 空 内 部 空 間 の 仮 想 的 長 手 方 向 中 心 ア ク セ ス 部 に 対 し
て 、 内 側 を 向 く ほ ぼ 角 度 の あ る 傾 斜 部 に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ を 常 時 押 圧 す る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
後 に 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る よ う に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ を 形 成 す る エ ラ ス ト マ ー 材 料 に よ り 、
バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 常 時 角 度 の あ る 配 置 か ら 移 動 し 、 次 に 図 １ に
示 さ れ る 、 常 時 押 圧 さ れ る 位 置 に 復 帰 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
本 発 明 の 一 実 施 例 は 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ と 取 付 ベ ー ス ３ ４ と の 間 の 一 体 的 接 続 部 を 構 成 し て
い る が 、 本 発 明 の 要 旨 に は 、 一 体 的 ヒ ン ジ ３ ５ 以 外 の 構 造 の も の を 使 用 す る こ と も 含 ま れ
る こ と も 強 調 し た い 。 例 え ば 、 図 ４ お よ び 図 ６ に も 開 示 さ れ て い る 角 度 の あ る 傾 斜 し た 配
置 に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ を 常 時 配 置 す る こ と を 容 易 に す る よ う に 、 種 々 の 異 な る タ イ プ の ヒ
ン ジ 構 造 体 （ 簡 潔 に す る た め に 図 示 せ ず ） に よ っ て 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ を 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
バ ル ブ 部 材 ３ ２ と 取 付 ベ ー ス ３ ４ と の 間 の 特 殊 な 移 動 自 在 な 相 互 接 続 に も 拘 わ ら ず 、 取 付
ベ ー ス ３ ４ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 さ れ る よ う な 組 み 立 て 状 と さ れ た 時 に 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８
が こ の 細 長 い バ ル ブ シ ー ト ３ ８ を 通 過 で き る 充 分 な 寸 法 の 開 口 部 ３ ７ を 、 取 付 ベ ー ス ３ ４
が 有 し て い る こ と に 留 意 さ れ た い 。 従 っ て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 空 内 部 空 間 の 開 端 部 ２ ０
に 隣 接 す る 状 態 に 取 付 ベ ー ス ３ ４ を 接 続 し た 際 に 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ を ハ ウ ジ ン グ １ ２ の
中 空 内 部 空 間 に 挿 入 し 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ に 協 働 さ せ る こ と に よ り 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ と バ
ル ブ シ ー ト ３ ８ と が 協 働 す る 状 態 に 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ を 参 照 す る と 、 開 端 部 ２ ０ の 外 周 部 は 、 ネ ジ の よ う な コ ネ ク タ フ ラ ン ジ ２ ３ を 有 す る
。 こ の コ ネ ク タ フ ラ ン ジ は 、 方 向 矢 印 ４ ０ が 示 す よ う に 、 ２ つ の 反 対 方 向 の 各 々 に 、 ハ ウ
ジ ン グ １ ２ に 対 し て 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ を 少 な く と も あ る 限 ら れ た 角 度 ま で 回 転 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
コ ネ ク タ フ ラ ン ジ ２ ３ は 、 ア ク セ ス 開 口 部 ３ ６ ’ に 隣 接 す る バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 内 部 に 配
置 さ れ て い る 、 協 働 す る よ う に な っ て い る 構 造 体 （ 簡 潔 に す る た め に 図 示 せ ず ） に 移 動 自
在 に 係 合 す る 。 従 っ て 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ お よ び 固 定 的 に 取 り 付 け ら れ た バ ル ブ シ ー ト ３
８ は 、 方 向 矢 印 ４ ０ が 示 す よ う に 、 ２ つ の 反 対 方 向 の い ず れ か に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し
て 回 転 自 在 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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更 に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ と バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 相 対 的 な 配 置 お よ び 構 造 は 、 バ ル ブ ア セ ン ブ
リ ３ ０ が 図 １ に 示 さ れ る バ ル ブ 閉 位 置 、 ま た は 図 ２ に 示 さ れ る バ ル ブ 開 位 置 に 選 択 的 に 配
置 さ れ て い る か ど う か に 拘 わ ら ず 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 さ れ る よ う 、 互 い に 係 合 状 態 に こ れ ら
２ つ の 要 素 を 、 ほ ぼ 連 続 し て 維 持 す る よ う に 働 く 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ の 閉 位 置 、 ま た は 図 ２ の 完 全 開 位 置 で は な い 、 図 ３ に 示 さ れ る 少 な く と も 部 分 開 位 置
に 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の ユ ー ザ ー が 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 選 択 的 に 配 置 で き る も
の で あ り 、 本 発 明 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ が 汎 用 で あ る こ と を 更 に 強 調 し て お く 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ と バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 回 転 は 、 少 な く と も １ つ の 外 側 に 突 出 す る ノ ブ 、
フ ラ ン ジ ま た は 同 じ よ う な 位 置 決 め 部 材 ４ ２ に よ っ て 容 易 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
位 置 決 め 部 材 ４ ２ は 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 外 側 表 面 か ら 外 側 に 延 び て お り 、 ト ロ カ ー ル ア
セ ン ブ リ １ ０ の 他 の 部 分 を 支 持 し 、 か つ 位 置 決 め す る よ う に 働 く ユ ー ザ ー の 片 手 の 親 指 、
ま た は １ 本 の 指 に よ っ て 操 作 で き る よ う な 配 置 お よ び 寸 法 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
更 に 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 解 放 す る か 、 ま た は 閉 じ る よ う に 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ が ハ
ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 選 択 的 に 回 転 さ れ る と 、 こ の バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 回 転 を 部 分 的 に 制
限 す る よ う 、 位 置 決 め 部 材 ４ ２ に 遮 断 係 合 す る 状 態 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 外 側 表 面 に ス ト
ッ パ ー 部 材 ４ ４ を 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
本 発 明 の 更 に 別 の 構 造 上 の 特 徴 と し て 、 取 付 ベ ー ス ３ ４ が 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 少 な く と
も 部 分 的 に 閉 じ ら れ る 端 部 ３ ９ の 内 側 壁 部 分 に 面 整 合 係 合 状 態 に 配 置 さ れ て い る こ と が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
し か し 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ と バ ル ブ シ ー ト ３ ８ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 選 択 的 に 回 転
自 在 で あ る が 、 取 付 ベ ー ス ３ ４ と バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 回 転 自 在 で
は な い 。 こ れ に 反 し 、 取 付 ベ ー ス ３ ４ お よ び 取 り 付 け ら れ た バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 キ ー 部 材
４ ５ と キ ー ス ロ ッ ト ４ ７ と の 間 の 相 互 接 続 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 回 転 自 在 で は
な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 キ ー 部 材 ４ ５ は 、 開 放 端 部 ２ ０ に 隣 接 す る ハ ウ ジ ン グ １ ２
に 対 し て 、 一 体 的 ま た は そ の 他 の 態 様 で 固 定 さ れ て お り 、 キ ー ス ロ ッ ト ４ ７ は 、 取 付 ベ ー
ス ３ ４ の 外 周 部 の ま わ り に 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
従 っ て 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ お よ び バ ル ブ シ ー ト ３ ８ が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 回 転 さ れ
る と 、 取 付 ベ ー ス ３ ４ お よ び バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 少 な く と も ハ ウ ジ ン グ １ ２ に 対 し て 回 転
で き な い と い う 点 で 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 空 内 部 空 間 内 の 表 示 さ れ た 位 置 に 固 定 さ れ て い
る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
上 記 の よ う に 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 可 撓 性 の ス プ リ ン グ 状 ヒ ン ジ 部 分 ３ ５ を 有 し 、 こ の ヒ
ン ジ 部 分 ３ ５ に よ っ て 、 バ ル ブ 部 材 は ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 仮 想 的 中 心 長 手 方 向 ア ク セ ス 部 に
対 し て 、 異 な る 回 転 角 方 向 の 配 置 に 移 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
更 に 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ２ が 図 １ ～ 図 ３ に 示 さ れ る よ う な 組 み 立 て ら れ た 作 動 位 置 に 配 置 さ
れ て い る と 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ お よ び バ ル ブ シ ー ト ３ ８ は 、 互 い に ほ ぼ 連 続 的 に 係 合 す る 状
態 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
更 に 、 例 え ば 位 置 決 め 部 材 ４ ２ を 操 作 す る こ と に よ り 、 外 側 に 配 置 さ れ た バ ル ブ 構 造 体 ３
８ が 回 転 さ せ ら れ る と 、 こ の 回 転 に よ り 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 外 側 表 面 と バ ル ブ 部 材 ３ ２
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の 下 方 表 面 ３ ２ ’ と が ス ラ イ ド 係 合 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
図 １ の 上 記 バ ル ブ 閉 位 置 は 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ が バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 周 辺 エ ッ ジ ３ ８ ’ 上 に
ほ ぼ 流 体 シ ー ル 係 合 状 態 に 配 置 さ れ る こ と に よ っ て 得 ら れ 、 よ っ て 全 周 部 ３ ８ ’ は 、 バ ル
ブ 部 材 ３ ２ の 下 方 表 面 ３ ２ ’ に 接 触 す る の で 、 こ れ ら の 間 を 流 体 流 が 通 過 す る の が 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
こ れ に 反 し 、 図 ２ お よ び 図 ３ で は 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ８ の 回 転 に よ り 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ８ は
、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 外 側 表 面 、 す な わ ち 周 辺 部 ３ ８ ’ に ス ラ イ ド 係 合 し 、 こ れ に よ っ て
、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ は 、 図 １ お よ び 図 ６ の 、 通 常 押 圧 さ れ て い る 回 転 角 方 向 に 配 置 さ れ て い
る 位 置 か ら 外 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
バ ル ブ 部 材 ３ ２ の 最 大 変 位 量 は 、 図 ２ の 完 全 開 位 置 に 示 さ れ て お り 、 こ れ よ り も 多 少 小 さ
い 変 位 量 は 、 図 ３ の 部 分 開 位 置 に よ っ て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
本 発 明 の 少 な く と も １ つ の 実 施 例 に 含 ま れ る 別 の 構 造 体 と し て 、 全 体 が 符 号 ５ ０ で 示 さ れ
て い る ア ダ プ タ 部 材 が 挙 げ ら れ る 。 こ の ア ダ プ タ 部 材 ５ ０ は 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 閉 端 部
３ ９ に 、 取 り 外 し 自 在 ま た は 他 の 態 様 で 接 続 さ れ た キ ャ ッ プ 部 材 ５ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
閉 端 部 ３ ９ の 外 側 、 お よ び キ ャ ッ プ ５ ２ の 内 側 に 、 そ れ ぞ れ 成 形 さ れ た シ ー ル ガ ス ケ ッ ト
５ ５ お よ び ５ ７ を 設 け る こ と に よ っ て 、 ア ダ プ タ 構 造 体 ５ ０ の 閉 端 部 ３ ９ と 内 側 と の 間 の
流 体 シ ー ル が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
キ ャ ッ プ ５ ２ の バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ と の 間 の 取 り 外 し 自 在 な 取 り 付 け は 、 最 も 外 側 の 端 部 に
取 り 付 け ら れ た ロ ッ キ ン グ ラ グ ６ ０ を 有 し 、 外 側 に 延 び る 可 撓 性 フ ィ ン ガ ー ５ ８ お よ び ４
９ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 フ ィ ン ガ ー ５ ８ お よ び ５ ９ と そ れ ら に 連 動 す る ロ ッ キ ン グ ラ グ ６
０ は 、 可 撓 性 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 方 向 矢 印 ５ ２ に 従 っ て 、 内 側 方 向 に 押 圧 す る
こ と が で き る 。 フ ィ ン ガ ー ５ ８ お よ び ５ ９ は 、 キ ャ ッ プ ５ ２ の 内 側 か ら 支 持 開 口 部 ６ ５ を
通 っ て 、 キ ャ ッ プ ５ ２ の 内 側 か ら 外 側 に 貫 通 で き る よ う 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
キ ャ ッ プ ５ ２ に 対 し 、 フ ィ ン ガ ー ５ ８ お よ び ５ ９ 、 並 び に ロ ッ キ ン グ ラ グ ６ ０ を 操 作 す る
こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ プ ５ ２ を バ ル ブ 構 造 体 ３ ６ か ら 取 り 外 す こ と が 容 易 と な る の で 、 キ
ャ ッ プ を 、 別 の ア ダ プ タ 部 材 （ 図 示 せ ず ） に 置 換 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ア ダ プ タ 部 材 ５ ０ の キ ャ ッ プ ５ ２ は 、 穿 刺 ニ ー ド ル 、 バ イ オ プ シ ー （ 生 検 ） ニ ー ド ル ま た
は そ の 他 の 細 長 い 医 療 機 器 を 接 続 す る た め の 中 心 通 路 ６ ６ を 有 す る 。 こ の 中 心 通 路 は 、 バ
ル ブ 構 造 体 ３ ６ の 内 部 に 形 成 さ れ た 細 長 い チ ャ ン ネ ル 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ の 中 空 内 部 空 間 を
次 々 に 貫 通 し 、 ス リ ー ブ す な わ ち カ ニ ュ ー レ １ ４ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び 、 カ ニ ュ ー レ の
開 端 部 １ ８ か ら 出 て 、 手 術 場 所 に お い て 、 所 望 の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １ ０ に 連 動 す る 別 の 構 造 体 と し て 、 ハ ウ ジ ン グ ３ ０ の 内 部 に 固 定 さ
れ 、 ハ ウ ジ ン グ か ら ほ ぼ 反 対 方 向 に 外 側 に 延 び る フ ィ ン ガ ー グ リ ッ プ ７ ０ が 設 け ら れ て い
る 。 こ の フ ィ ン ガ ー グ リ ッ プ ７ ０ は 、 医 療 器 具 、 例 え ば 栓 塞 子 が 体 の 外 側 組 織 内 に 進 入 す
る 際 に 、 医 療 器 具 を 操 作 し な が ら 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ だ け で な く 、 カ ニ ュ ー レ １ ４ も 適 当 な
位 置 に 固 定 す る の を 助 け る の に 、 従 来 通 り 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
従 っ て 、 カ ニ ュ ー レ １ ４ の 開 端 部 １ ８ が 、 体 内 腔 の 内 部 に 進 入 す る と 、 そ の 内 部 空 間 に 、
加 圧 ガ ス ま た は 流 体 、 例 え ば 二 酸 化 炭 素 が 導 入 さ れ 、 体 内 腔 部 を 膨 張 さ せ 、 医 療 従 事 者 に
よ る 体 内 腔 へ の ア ク セ ス を 良 好 に で き る こ と 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
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体 内 腔 部 が こ の よ う に 膨 張 し 、 膨 張 状 態 に 維 持 さ れ て い る 間 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ は 、
図 １ に 示 さ れ る よ う な バ ル ブ 閉 位 置 に 維 持 さ れ る よ う に 回 転 さ れ る 。 バ ル ブ 閉 位 置 に あ る
間 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １ ０ の ユ ー ザ ー は 、 こ の バ ル ブ 閉 位 置 を 維 持 す る の に 、 位 置 決
め 部 材 ４ ２ に 連 続 的 に 圧 力 を 加 え た り 、 ま た は 接 触 状 態 を 維 持 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
体 内 腔 部 を 収 縮 さ せ た い 時 は 、 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ １ ０ を 保 持 す る 手 の 親 指 、 ま た は １
本 の 指 に よ り 、 位 置 決 め 部 材 ４ ２ を 操 作 し 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ８ が 、 図 ２ の バ ル ブ 完 全 開 位
置 、 ま た は 図 ３ の バ ル ブ 部 分 開 位 置 を と る よ う に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
医 療 器 具 を ア ダ プ タ 部 材 ５ ０ に 挿 入 し 、 こ れ を 通 過 さ せ 、 バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ か ら 突 出
さ せ な け れ ば な ら な い 時 は 、 医 療 器 具 の 先 端 を 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ に 貫 通 さ せ る こ と に よ
り 、 バ ル ブ シ ー ト ３ ８ の 周 辺 部 ３ ８ ’ に 対 し て 、 バ ル ブ 部 材 ３ ２ を シ ー ル 配 置 か ら 離 間 す
る よ う に 、 自 動 的 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
こ れ と は 異 な り 、 医 療 器 具 が バ ル ブ ア セ ン ブ リ ３ ０ を 貫 通 し 、 こ れ か ら 突 出 し 、 カ ニ ュ ー
レ １ ４ 内 に 進 入 し 、 手 術 場 所 に 到 達 で き る こ と を 容 易 に す る よ う に 、 図 ２ お よ び 図 ３ に そ
れ ぞ れ 示 さ れ て い る バ ル ブ 完 全 開 位 置 、 ま た は バ ル ブ 部 分 開 位 置 に 、 バ ル ブ 構 造 体 ３ ８ を
回 転 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
上 記 し た 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 、 多 く の 細 部 を 変 形 し 、 変 更 し 、 改 変 で き る 。
従 っ て 、 図 面 に 示 し 、 こ れ ま で の 説 明 に 述 べ た す べ て の 事 項 は 、 単 に 説 明 の も の で あ り 、
発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 す る べ き で は な い 。 従 っ て 、 本 発 明 の 要 旨 は 、 特 許 請 求 の 範 囲
、 お よ び そ の 法 的 な 均 等 物 の み に よ っ て 決 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
以 上 で 本 発 明 に つ い て 説 明 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
バ ル ブ 閉 位 置 の 状 態 と し た 、 本 発 明 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
バ ル ブ 完 全 開 位 置 の 状 態 と し た 、 本 発 明 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
バ ル ブ 部 分 開 位 置 と さ れ た 、 本 発 明 の ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
分 解 状 態 に お け る 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
図 ４ の ５ － ５ 線 に 沿 っ た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
分 解 状 態 と し た 後 方 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 ト ロ カ ー ル ア セ ン ブ リ
１ ２ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
１ ４ 　 　 カ ニ ュ ー レ
１ ６ 　 　 一 端 部
１ ８ 　 　 他 端 部
２ ０ 　 　 開 端 部
２ ２ 　 　 カ ッ プ リ ン グ
２ ４ 　 　 コ ネ ク タ
２ ６ 　 　 制 御 ノ ブ
３ ０ 　 　 バ ル ブ ア セ ン ブ リ
３ ４ 　 　 取 付 ベ ー ス
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３ ５ 　 　 一 体 的 ヒ ン ジ
３ ６ 　 　 バ ル ブ 構 造 体
３ ７ 　 　 開 口 部
３ ８ 　 　 バ ル ブ シ ー ト
３ ８ ’ 　 周 辺 部
４ ０ 　 　 方 向 矢 印
４ ２ 　 　 位 置 決 め 部 材
５ ０ 　 　 ア ダ プ タ 部 材
５ ２ 　 　 キ ャ ッ プ 部 材
５ ５ 、 ５ ７ 　 　 ガ ス ケ ッ ト
５ ８ 、 ５ ９ 　 　 フ ィ ン ガ ー
６ ０ 　 　 ロ ッ キ ン グ ラ グ
６ ６ 　 　 中 心 通 路
７ ０ 　 　 フ ィ ン ガ ー グ リ ッ プ
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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摘要(译)

在手术期间控制某些医疗设备的引入以及流体流入和流出患者体腔的过
程，包括但不限于腹腔镜，内窥镜等。 这是套管针组件。 套管针组件具
有中空的内部空间，该中空的内部空间具有固定到其一端的细长的开口
端套筒，以使流体流动并且医疗装置从中穿过。 该阀组件包括布置在中
空内部空间中的阀构件和包括阀座的阀结构，该阀结构与阀构件流体密
封接合和脱离。 阀座可以相对于阀构件选择性地旋转，从而当阀座被接
合时确定阀关闭位置，并且当阀座脱离时确定阀打开位置。 套管针组件
的操作者可以仅用一只手在打开位置和关闭位置之间旋转阀组件，并且
阀组件允许套管针组件的操作者向套管针组件施加连续的压力。 自动停
止在打开或关闭位置而无需添加。
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